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テキスタイル評価において、評価項目が多数存在することでデータの数もそれに比例して
膨大になってしまい、データ集計作業に課題がありました。評価を効率的に行うためには測
定データの体系的な整理と管理が重要であり、デジタル技術や生成AIを活用した総合的なテ
キスタイルの評価環境の構築が求められています。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和７年度 試験研究概要

生成AIを活用したプログラム開発を行い、
評価結果を集計してデータベース化するアプ
リを開発しました。画像、設計条件、KES力
学特性、物性・機能性をまとめて、評価に用
いる基本フォーマットを作成しました。ド
レープ性試験のドレープ形状面積を計算する
画像処理ツールの開発にも取り組みました。

テキスタイル評価の集計作業が自動化され、
人の作業によるヒューマンエラーが削減でき
るようになりました。評価フォーマット作成
により、統一した評価環境が構築できました。
試験の自動化、データ集計の自動化によって、
テキスタイル評価サイクルが効率化できまし
た。

研究期間：令和７年度

①プログラムの

記述をAIに指示

②アプリケー

ションの起動・

動作確認

③修正点・追加

機能を検討

図１ 生成AIを活用した開発フロー

図２ 開発した集計アプリ 図３ テキスタイル評価フォーマット
図４ 画像処理による
ドレープ形状面積の算出
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